
 

初
！
御
柱
祭
体
験
講
座

　
御
柱
を
行
わ
な
い
町
会
の
子
ど

も
達
や
、
他
地
域
の
か
た
が
御
柱

祭
を
体
験
で
き
る
講
座
を
行
い
ま

し
た
。
17
名
の
参
加
が
あ
り
、
橋

倉
神
社
７
名
、
宮
原
神
社
６
名
、

大
和
合
神
社
４
名
に
分
か
れ
て
、

御
柱
の
曳
行
を
行
い
、
建
立
を
見

学
し
感
動
し
ま
し
た
。（
３
神
社
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
）

　
橋
　
倉
　
神
　
社

　

午
前
９
時
や
ま
と
儀
式
が
行
わ

れ
、
一
之
御
柱
の
曳
行
が
開
始
さ

れ
た
。
東
側
の
道
を
約
４
２
０
㍍

下
り
、
西
側
の
道
を
４
３
０
㍍
登

る
集
落
内
を
一
周
す
る
行
程
だ
。

　

途
中
の
休
憩
所
で
は
、
振
舞
い

酒
や
、
心
づ
く
し
の
料
理
が
並
べ

ら
れ
、
熱
い
持
て
成
し
を
受
け
た
。 　

直
角
に
曲
が
る
コ
ー
ナ
ー
を
巧

み
に
曳
行
し
、
集
落
の
老
若
男
女

が
持
て
る
力
を
出
し
切
り
正
午
過

ぎ
に
は
神
社
に
到
着
し
た
。

　

建
立
は
午
後
２
時
か
ら
。
境
内

の
あ
る
山
中
ま
で
の
急
斜
面
を
引

き
上
げ
た
あ
と
、
人
力
で
神
楽
桟

を
巻
き
上
げ
、
若
衆
が
息
を
合
わ

せ
て
根
槌
を
打
ち
無
事
建
立
し
た
。

　

そ
の
後
す
で
に
引
き
込
ん
で
あ
っ

た
二
之
御
柱
、
旧
御
柱
の
三・
四

之
柱
を
建
立
し
て
無
事
終
了
し
た
。

　
宮
　
原
　
神
　
社

　

４
月
16
日
に
「
里
曳
き
」
が
行

わ
れ
て
宮
原
集
落
か
ら
二
之
御
柱

を
大
勢
の
氏
子
が
神
社
近
く
ま
で

曳
き
、
続
い
て
薄
川
対
岸
の
少
し

距
離
の
あ
る
、
一
之
御
柱
を
舟
付

け
橋
近
く
ま
で
曳
い
て
建
立
祭
に

備
え
た
。

　

４
月
29
日
は
建
立
祭
、
午
前
中

は
御
柱
を
神
社
へ
曳
行
し
、
一
之

御
柱
を
社
殿
の
左
側
に
、
二
之
御

柱
を
右
側
に
移
動
し
た
。
華
や
か

な
大
人
や
子
供
の
木
遣
り
が
随
所

で
行
わ
れ
、
祭
り
を
一
層
盛
り
上

げ
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、
午
後
１
時
か

ら
建
立
が
始
ま
っ
た
。
神
事
の

後
、
曳
行
を
終
え
た
こ
と
を
告
げ

る
「
綱
返
し
」
を
行
い
、
御
柱
を

穴
に
移
動
し
４
人
の
若
衆
が
根
槌

を
交
互
に
打
つ
中
で
、
重
機
が
慎

重
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
引
い
て
建
立
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
一
之
御
柱
は
午

後
２
時
頃
、
二
之
御
柱
も
同
様
の

手
順
で
午
後
３
時
半
頃
に
は
建
立

が
完
了
し
た
。

　

酉
年
の
今
年
、
大
和
合
神
社
、

宮
原
神
社
、
橋
倉
神
社
で
は
、
御

柱
の
建
立
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

７
年
に
一
度
行
わ
れ
る
御
柱
祭
で

あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
の
中
、
各

神
社
と
も
少
し
ず
つ
工
夫
を
し
て
、

こ
の
伝
統
行
事
を
継
続
し
て
い
る
。

　
大
　
和
　
合
　
神
　
社

　

大
和
合
神
社
で
４
月
29
日
天
候

が
心
配
さ
れ
る
中
、
一
之
柱
か
ら

三
之
柱
の
各
柱
の
里
曳
き
及
び
建

立
が
行
わ
れ
た
。

　

里
曳
き
で
は
、
木
遣
り
や
勇
壮

な
掛
け
声
、
道
中
酒
が
振
舞
わ
れ
、

消
防
団
の
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
が
曳

行
に
花
を
添
え
た
。

　

午
前
中
に
予
定
の
位
置
ま
で
御

柱
を
引
き
付
け
た
。
弁
当
場
で
は

親
戚
縁
者
を
交
え
に
ぎ
や
か
な
交

流
が
行
わ
れ
、
午
後
の
建
立
の
鋭

気
を
養
わ
れ
た
。

　

午
後
は
、
３
本
の
御
柱
が
境
内

に
引
き
込
ま
れ
、
い
よ

い
よ
建
立
が
一
之
柱
か

ら
順
々
に
行
わ
れ
た
。

建
立
さ
れ
る
と
そ
れ
ぞ

れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

氏
子
の
繁
栄
を
願
い
次

回
の
再
開
を
願
い
、
祭

り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
迎
え
た
。

平成29年5月1日現在

世帯数
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２，０３９人

３
神
社
の
御
柱
建
立

二之御柱曳行

子ども木遣り

やまと儀式
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松
風
園

園
長山

田
　
徳
彦

矢島　裕子さん（左）
原山久美子さん（中央）
武井満希子さん（右）

健
康
づ
く
り
課

小
林
　
昭
子

入
山
辺
公
民
館

飯
田
　
一
至

　

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

４
月
か
ら
松
風
園
に
就
任
し
ま

し
た
。
出
身
は
中
山
で
す
。
自
宅

か
ら
も
北
ア
ル
プ
ス
が
良
く
見
え

ま
す
が
、
入
山
辺
か
ら
望
む
北
ア

ル
プ
ス
は
ま
た
一
味
違
う
景
観
で

す
。
美
ヶ
原
高
原
を
バ
ッ
ク
に

地
区
の
真
ん
中
を
流
れ
る
薄
川
に

沿
っ
て
奥
深
さ
を
感
じ
る
地
区
だ

と
思
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
「
養
護
老
人
ホ
ー

ム
松
本
市
立
松
風
園
」
の
運
営
管

理
を
お
受
け
し
て
今
年
で
10
年
目

と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
地
区
の
み

な
さ
ま
か
ら
は
温
か
い
ご
支
援
と

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
入

居
さ
れ
て
い
る
方
も
地
域
の
み
な

さ
ま
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
園
の

生
活
を
送
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
だ

と
思
い
ま
す
。
約
１
０
０
名
の
入

居
者
と
そ
の
生
活
援
助
に
関
わ
る

職
員
約
40
名
共
々
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
入
山
辺
地
区
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
保
健

師
の
小
林
昭
子
と
申
し
ま
す
。
入

山
辺
地
区
は
、
住
民
の
皆
様
が
地

域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

皆
様
が
元
気
で
い
き
い
き
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
皆
様
と

一
緒
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
入
山
辺
公
民
館
に

参
り
ま
し
た
飯
田
一
至
と
申
し
ま

す
。
自
然
豊
か
な
入
山
辺
で
皆
様

と
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
微

力
な
が
ら
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
紹
介

　

４
月
か
ら
専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
矢
島
裕
子
さ
ん
が
着
任
し

ま
し
た
。ま
た
、武
井
満
希
子
さ
ん
、

原
山
久
美
子
さ
ん
が
新
し
く
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度 

役
員
紹
介

町 

会 

連 

合 

会 

長

防 

犯 

協 

会 

長

人
権
啓
発
推
進
協
議
会
長

	

・
栁
澤　
　

正

入
山
辺
記
念
林
協
議
会
長	

・
大
澤　

德
次

入
山
辺
記
念
林
委
員
長	

・
中
澤　

忠
克

農
振
推
進
協
議
会
長	

・
百
瀬　

房
雄

松
本
市
農
業
委
員	

・
百
瀬　

道
雄

防
災
部
会
長	

・
武
井　

勝
已

防
災
福
祉
女
性
部
長	

・
桐
原　

明
美

衛
生
協
議
会
長	

・
市
川　
　

清

入
山
辺
社
会
福
祉
協
議
会
長	

・
朝
倉　

啓
雄

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
長	

	

・
武
井　

茂
善

福
祉
ひ
ろ
ば

専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー	

・
矢
島　

裕
子

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長	

・
大
澤　

由
美

入
山
辺
公
民
館
長	

・
遠
山　

重
治

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長	

・
平
林　

八
郎

町
内
公
民
館
長
会
長	

・
三
ッ
山
榮
勇

子
ど
も
会
育
成
会
長	

・
百
瀬　

清
子

体
育
協
会
長	

・
髙
野　

弘
文

交
通
安
全
協
会
支
部
長	

・
松
崎　

博
美

消
防
第
十
八
分
団
長	

・
西
澤　

幸
雄

公
民
館
報
編
集
委
員
長	

・
朝
倉　

康
直

老
政
会
長	

・
西
澤　

訓
男

入
山
辺
保
育
園
保
護
者
会
長	

・
藤
森　

美
香

山
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長	

・
百
瀬
久
美
子

山
辺
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表	

・
木
下　
　

守

町
会
長

　

橋
倉	

・
武
井　

茂
善

　

南
方	

・
小
笠
原
鉄
夫

　

西
桐
原	

・
桐
原　

俊
幸

　

東
桐
原	

・
木
下　

補
雄

　

舟
付
／
宮
原	

・
百
瀬　

道
雄

　

北
入
中
部	

・
丸
山　

則
良

　

千
手
／
駒
越	

・
加
納　

光
敏

　

三
反
田
／
奈
良
尾	

・
内
城　
　

登

　

上
手
町	

・
朝
倉　

啓
雄

　

原
／
厩
所	

・
栁
澤　
　

正

　

大
仏
／
一
の
海	

・
栁
澤　

憲
一

　

大
和
合
／
牛
立	

・
栁
澤　

謙
二

　

三
城	

・
栁
澤　

秀
勝

町
内
公
民
館
長

　

橋
倉	

・
武
井　

秀
樹

　

南
方	

・
牧
田　

壽
男

　

西
桐
原	

・
山
内　
　

誠

　

東
桐
原	

・
久
保
田
豊
美

　

舟
付
／
宮
原	

・
西
澤　
　

修

　

北
入
中
部	

・
三
ッ
山
榮
勇

　

千
手
／
駒
越	

・
新
井　

吉
継

　

三
反
田
／
奈
良
尾	

・
内
城　
　

清

　

上
手
町	

・
大
輪　

邦
彦

　

原
／
厩
所	

・
大
澤　

清
志

　

大
仏
／
一
の
海	

・
石
原　

正
道

　

大
和
合
／
牛
立	

・
羽
山　

秀
樹

　

三
城	

・
前
田　

純
一

民
生
・
児
童
委
員

　

橋
倉
／
南
方	

・
小
笠
原
玲
子

　

西
桐
原	

・
百
瀬　

洋
子

　

東
桐
原	

・
平
林　

八
郎

　

舟
付
／  

宮
原	

・
新
井　

絹
子

　
北
入
中
部
／
千
手
／
駒
越	

・
新
井
モ
ト
子

　
三
反
田
／ 

奈
良
尾
／
上
手
町	

・
市
川　

節
枝

　
原
／
厩
所
／
大
仏
／
一
の
海	

・
朝
倉　

洋
子

　

大
和
合
／
牛
立	

・
羽
山　

幸
子

　

三
城	

・
前
田　

民
江

主
任
児
童
委
員	

・
木
下
誠
一
郎

 

お 

知 

ら 

せ

　

前
入
山
辺
公
民
館
主
事
の
本
島

章
彦
さ
ん
は
福
祉
計
画
課
へ
異

動
、
保
健
師
の
藤
原
（
旧
姓
大
畠
）

彩
香
さ
ん
は
安
原
地
区
へ
担
当
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
山
辺
公
民
館
関
係
の
平
成
29

年
度
の
主
な
事
業
と
関
係
大
会
等

の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
５
月
21
日
（
日
）

　

町
会
対
抗
球
技
大
会

◎
７
月
22
日
（
土
）

　

第
30
回
親
子
ひ
ろ
ば

◎
９
月
10
日
（
日
）

　

第
34
回
市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

　

東
山
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

◎
10
月
８
日
（
日
）

　

第
60
回
市
民
体
育
大
会

◎
10
月
15
日
（
日
）

　

第
90
回
入
山
辺
地
区
大
運
動
会

◎
10
月
29
日
（
日
）

　

第
34
回
市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

◎
11
月
５
日
（
日
）

　

第
41
回
入
山
辺
地
区
文
化
祭

　
（
町
会
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

　

会
同
時
開
催
）

※
そ
の
他
各
種
講
座
や
事
業
の
開

催
に
つ
い
て
は
、随
時
発
行
の
「
入

山
辺
公
民
館
た
よ
り
」
等
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

福
祉
ひ
ろ
ば

平
成
29
年
度
　
入
山
辺
公
民
館

　
　
　
　
　
主
要
事
業
に
つ
い
て

人
事
住
来
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